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このたび、国立青少年教育振興機構では、平成30 年度に高校生を対象として実施した標記の国際比

較調査の結果を取りまとめたので報告する。 

日本の高校生の主な特徴  ※（ ）内は本概要の掲載ページ 

１ 「高校在学中に留学したい」「大学在学中に、留学したい」と考える高校生が増加 

日本の高校生の外国への留学希望有無に関する質問について、「高校在学中に留学したい」（5.1％）、「大学在

学中に、留学したい」（35.6％）と回答しており、2011 年調査と比較すると、それぞれ増加している。特に「大学期間

中に、留学したい」と考える高校生の割合は、4 カ国中で最も高かった。（p.3）。 

 

２ 留学の目的は「語学の習得」に集中 

「最も重要な留学の目的」について、日本の高校生の７割弱が「語学の習得」と回答した。一方で、「学位取得」が

5％未満で 4 か国中最も低く、「専門技術や資格の取得」が 15.8％と米中より低い（p.4）。 

 

３ 留学したくない理由は「日本のほうが暮らしやすいから」 

外国へ留学したくない理由について、日本の高校生は、「日本のほうが暮らしやすいから」（54.0％）、「外国で一

人で生活する自信がないから」（48.1％）、「言葉の壁があるから」（46.1％）、「面倒だから」（31.2％）の順に回答し

た割合が高い（p.5）。 

 

４ 日米中韓の他国への関心 

日本の高校生の 87.0％は、米国に対し「とても関心がある」「まあ関心がある」と回答した。中国に対しては

42.6％であり、韓国に対しては 57.6％であった。一方、日本に関心があると回答した割合は、中国が最も高く

67.7％、次いで、韓国65.4％、米国58.9％の順となった。（p.6～）。 

 

５ 自国への高い満足度 

日本の高校生は、「日本で暮らすことに満足している」「自分の国が好きだ」について、「よくあてはまる」「まああて

はまる」と回答した割合が 9 割を超えた。（p.8）。 

 

６ ６割が将来への積極的な姿勢を示す一方、７割強が将来に不安 

日本の高校生は、６割が「将来への希望を持っている」「将来、働きたい職業分野で専門職として活躍したい」

「将来、何になりたいかを決めている」について、「よくあてはまる」「まああてはまる」と回答。一方、「自分の将来に

不安を感じている」について、「よくあてはまる」「まああてはまる」と回答した割合は７割強となった（p.9）。 

 

７ 日本人に対するイメージは「礼儀正しい」「規則を守る」 

日本人のイメージとして、日米中ともに回答した割合が高かったのは「礼儀正しい」「規則を守る」である。 

また、「日本のことが好き」と回答した割合は、米国 42.2％、中国 29.8％、韓国 36.8％となり、「日本の漫画やア

ニメを見る」と回答した割合は、中韓とも 75.4％と高い（p.10～）。 

 

 

 

 

高校生の留学に関する意識調査報告書〔概要〕 
 ―日本・米国・中国・韓国の比較― 



1 

◆調査の概要 

１ 調査の目的 

 この調査は、高校生の留学に関する意識と外国への関心を主な内容としている。また、高校生の自分自

身についての認識や評価を把握することで、留学に関する意識と自己特性などの関連性についても検討す

る。 

調査は、日本、米国、中国、韓国の４か国で同時に実施した。高校生の生活や留学についての意識を４

か国で比較することに加え、４か国に対する相互のイメージや関心度も尋ねている。また、一部の質問は

2011年に実施した「高校生の生活と留学に関する調査」とほぼ同一とし、経年的な変化も見られるよう企

画した。これらを通して、いまの日本の特徴や課題を見出し、分析することで、グローバル社会における

青少年教育の在り方を模索するための基礎データを提示する。 

 

２ 調査方法等 

調査時期、調査対象などは次のとおりである。なお、４か国とも普通科高校の生徒を対象とした。 

  日本 米国 中国 韓国 

調査機関 
国立青少年教育 

振興機構 
BuzzHunter（委託） 

中国青少年研究 

センター 

韓国青少年政策研究

院 

調査時期 2018年9月～11月 2018年9月～11月 2018年9月～11月 2018年9月～11月 

学校数 20 15 24 38 

調査地域 

岩手県 Portsmouth New Hampshire 北京市 ソウル 

宮城県 Middletown,Conneticut   江蘇省南京市 京畿 

栃木県 Cleveland, Ohio 四川省成都市 仁川 

埼玉県 Dearborn Heights, Michigan  広東省深圳市 江原 

東京都 Tulsa, Oklahoma  遼寧省大連市 大田 

神奈川県 Liberty, Missouri 河南省鄭州市 世宗 

新潟県 Indianapolis, Indiana （各地域で都市部と 忠清 

石川県 Burlington,Iowa  郊外から２校ずつ 大邱 

静岡県 Victoria,Minnesota  抽出） 釜山 

愛知県 Lafayette,Louisiana      蔚山 

大阪府 Chicago, Illinois   慶北 

兵庫県 Reno, Nevada    慶南 

岡山県 Gallup, New Mexico    光州 

広島県 Waipahu, Hawaii    全羅 

香川県 Eugene, Oregon    済州 

福岡県     

長崎県    

調査方法 集団質問紙法 集団質問紙法 集団質問紙法 集団質問紙法 

有効回答者数

（票） 
1967 1504 2937 1232 
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３ 調査内容 

 留学に対する関心、留学の願望、留学したい理由としたくない理由、希望する留学先や期間、留学の目

的、外国への関心、外国へ行った経験、日米中韓４か国への関心や相互のかかわりとイメージ、自分自身

についての意識、自分の国に対する意識など。 

 

４ 調査対象者の基本属性                                   
  日本 米国 中国 韓国 

性別 

 男 45.7% 49.5% 44.8% 44.1% 

 女 54.2% 49.6% 55.2% 55.9% 

無回答  0.1%  0.9%  0.0%  0.0% 

学年 

高１ 33.9% 36.1% 35.9% 48.5% 

高２ 32.2% 31.4% 32.2% 51.5% 

高３ 33.7% 31.8% 31.8%  0.0% 

無回答  0.2%  0.7%  0.1%  0.0% 

        実数（人） 1967 1504 2937 1232 
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◆ 調査結果からみる日本の高校生の特徴 

 

１ 「高校在学中に留学したい」「大学在学中に、留学したい」と考える高校生が増加 

 

図１ もし可能なら、外国へ留学したいと思いますか（経験比較） 

 

 

 

 

 

図２ もし可能なら、外国へ留学したいと思いますか(2018年調査4か国比較) 
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 日本の高校生の外国への留学希望有無に関する質問について、「高校在学中に留学したい」（5.1％）、

「大学在学中に、留学したい」（35.6％）と回答しており、2011年調査と比較すると、それぞれ、「高

校在学中に留学したい」が1.7ポイント、「大学在学中に、留学したい」3.8ポイント増加している。

（図１） 

特に「大学在学中に、留学したい」と考える高校生の割合は、4カ国中で最も高かった。（図2） 
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２ 留学の目的は「語学の習得」に集中 

 

図３ 留学の最も重要な目的 
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 日本の高校生が「留学の最も重要な目的」とするのは、「語学の習得」であり、「学位の取得」や専

門分野の勉強を希望する割合は低い。2011年調査と比較すると、「専門技術や資格の取得」の割合がや

や増えている（図３）。 
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３ 留学したくない理由のトップは「日本のほうが暮らしやすいから」である 

 

図４ 外国へ留学したいと思わない理由は何ですか（複数回答） 

 

  

54.0

48.1

46.1

31.2

30.5

24.3

24.1

17.7

13.3

9.5

9.0

2.1

5.0

54.8

39.9

53.0

13.5

25.1

34.7

33.4

20.1

58.9

5.9

27.0

15.3

6.8

45.5

29.4

36.8

28.2

42.0

34.7

37.2

23.6

55.3

12.0

18.8

12.7

3.2

16.4

45.4

56.2

29.2

29.0

27.7

42.8

12.6

22.6

9.0

1.8

1.0

4.6

0% 20% 40% 60%

母国のほうが暮らしやすいから

外国で一人で生活する自信がないから

言葉の壁があるから

面倒だから

治安が悪いから

経済的に難しいから

外国の生活になじめないから

外国に魅力を感じないから

親元から離れたくないから

留学試験が難しいから

母国の教育のほうが私に合うから

母国での就職に不利になるから

その他

日本(N=955)

米国(N=577)

中国(N=1250)

韓国(N=390)

留学したくない理由について、日本の高校生は、「日本のほうが暮らしやすいから」「外国で一人で

生活する自信がないから」「言葉の壁があるから」「面倒だから」の順に回答した割合が高い（図４）。 
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４ 日本、米国、中国、韓国の高校生それぞれの他国への関心 

 
図５ 日本にどのくらい関心を持っているか 

 

 

 
図６ 米国にどのくらい関心を持っているか 

 

 
図７ 中国にどのくらい関心を持っているか 

 

 
図８ 韓国にどのくらい関心を持っているか 
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日本の高校生は、米国への関心が高く、中国や韓国への関心が低い。一方、日本に関心があると回答

した割合は、中国が最も高く、次いで韓国、米国の順となっている。（図５～８） 

2005年、2011年の調査と比べて、日本の高校生は米国と韓国への関心が高くなり、中国への関心が

やや低くなっている。一方、中国の高校生は日本への関心が高くなっている（図９～１０）。 
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図９ 日本の高校生の米中韓３か国への関心 

*2005年：「高校生の学習意識と日常生活」（財団法人日本青少年研究所、以下同様） 

 

 
図１０ 米中韓３か国の高校生の日本への関心 

*2005年：「高校生の学習意識と日常生活」（財団法人日本青少年研究所、以下同様） 
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５ 自国への高い満足度 

 

図11 日本（米国、中国、韓国）で暮らす         

ことに満足している 

 

 

 

 図12 自分の国が好きだ 
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日本の高校生の９割以上が、「日本で暮らすことに満足している」「自分の国が好きだ」と回答し

ており、日本への高い満足度がうかがえる（図11、12）。 
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６ ６割強が将来への積極的な姿勢を示す一方、７割強が将来に不安を感じている 

 

 

 
図13 将来に対する考え方（「よくあてはまる」「まああてはまる」と回答した割合） 
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日本の高校生の６割強は、「将来、働きたい職業分野で専門職として活躍したい」(65.3％),「将

来への希望を持っている」(64.6％),「将来、何になりたいかを決めている」(61.5％)について、積

極的な姿勢を示している。一方、「自分の将来に不安を感じている」の肯定率は 74.6％になった。

（図13） 
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７ 日本人のイメージとして「礼儀正しい」「規則を守る」と回答した割合が高い 

 

 

図14 日本、米国、中国の高校生がもっている日本人のイメージ 

 

※韓国では本質問項目は未実施。 
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 日本人のイメージとして、米中の高校生が回答した割合が高いのは「礼儀正しい」「規則を守る」

である。日本の高校生は、「礼儀正しい」「親切」「規則を守る」「集団主義」「勤勉だ」の順に回答し

た割合が高い（図14）。 
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図15 米中韓３か国の高校生の日本とのかかわり 

 

 米中韓３か国の高校生における日本とのかかわりについては、中国と韓国の高校生は多くの項目で

高い回答率を示している。「日本の漫画やアニメを見る」と回答した割合はそれぞれ 75.4％、と高い

（図15）。 


